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＜３のとき方＞ 

⑵ 正方形の数が１個増えると、ご石は５個ずつ増えます。(正方形２個は、８＋５。正方形３個は、 

８＋５×２ ・・・  正方形 10個では、８＋５×９＝53。） 

 

＜４のとき方＞ 

例えば、分母の約数を利用して調べます。 

 分母が５のとき、５の約数は１、５です。分子の和が４になる３つの整数の組み合わせはありません。 

次に、
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であることを用いて調べます。分母 10の約数は１、２、５、10です。このうち、和が

８になる３つの整数の組み合わせは、１，２、５です。このことより、 
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 となります。したがって、□にあてはまる数は、10、５、２

（順番は異なっても可）になります。 

※分母が 15や 20のときも、同じようにして答えを求められるか考えてみましょう。 
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